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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影するための撮像素子と、
　前記撮像素子への入射光を遮る方向へ走行する走行幕と、当該走行幕を電磁力により走
行前の初期位置に保持する幕保持機構とを含むメカニカルシャッタと、
　前記幕保持機構への通電時間を計測する時間計測手段と、
　静止画撮影が指示されたときに前記時間計測手段により計測された前記通電時間が所定
時間以上の場合、静止画撮影の露光を開始させる前に前記走行幕を走行させ、走行後に前
記走行幕を前記幕保持機構により前記初期位置に保持させてから前記露光を開始させる制
御手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、静止画撮影が指示されたときに前記時間計測手段により計測された前
記通電時間が所定時間未満の場合、前記露光を開始させる前に前記走行幕を走行させない
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、静止画撮影が指示されたときに前記時間計測手段により計測された前
記通電時間が所定時間以上であって、かつ、静止画撮影時のシャッタースピードが所定値
よりも短い場合、前記露光を開始させる前に前記走行幕を走行させ、走行後に前記走行幕
を前記幕保持機構により前記初期位置に保持させてから前記露光を開始させることを特徴
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とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像素子のリセット走査を制御する走査制御手段を更に有し、
　前記メカニカルシャッタは、前記撮像素子への入射光を遮る状態から当該入射光を入射
させる方向へ走行する第２の走行幕と、当該第２の走行幕を電磁力により走行前の初期位
置に保持する第２の幕保持機構とを更に含み、
　前記制御手段は、前記第２の走行幕が走行済みの状態において静止画撮影が指示された
ときに、前記時間計測手段により計測された前記通電時間が所定時間以上の場合は、前記
第２の走行幕を前記第２の幕保持機構により前記初期位置に保持させてから走行させるこ
とで前記露光を開始させ、前記通電時間が所定時間未満の場合は、前記リセット走査を行
うことで前記露光を開始させることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載
の撮像装置。
【請求項５】
　被写体を撮影するための撮像素子と、前記撮像素子への入射光を遮る方向へ走行する走
行幕と、当該走行幕を電磁力により走行前の初期位置に保持する幕保持機構とを含むメカ
ニカルシャッタと、を有する撮像装置の制御方法であって、
　時間計測手段が、前記幕保持機構への通電時間を計測する時間計測ステップと、
　制御手段が、静止画撮影が指示されたときに前記時間計測ステップで計測された前記通
電時間が所定時間以上の場合、静止画撮影の露光を開始させる前に前記走行幕を走行させ
、走行後に前記走行幕を前記幕保持機構により前記初期位置に保持させてから前記露光を
開始させる制御ステップと、
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置及びその制御方法に関し、特にライブビュー機能を有する一眼レフカ
メラに代表される撮像装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、撮影光学系によって結像された被写体像をＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等の撮
像素子を利用して電気信号に光電変換し、これにより得られた撮像信号を記録媒体等に記
録するように構成されたデジタルカメラが広く普及している。
【０００３】
　このデジタルカメラの特徴の一つとして、撮影に先立って、撮像素子から周期的に取得
した被写体の画像信号をリアルタイムにデジタルカメラの背面等に設けられた液晶モニタ
に順次表示させる、所謂ライブビューという機能がある。例えば光学ファインダを用いて
撮影する場合、被写体が暗いと撮影画角を確認することができないが、ライブビューでは
液晶モニタへの表示の明るさを変更することで確認ができる。また被写体のピント確認に
おいても、ライブビューではピントを確認したい部分を拡大表示することが可能なため、
光学ファインダに比べてより詳細なピント確認ができる。例えば天体写真の撮影において
要求されるピント精度を得るためにライブビュー機能を搭載したデジタル一眼レフカメラ
が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　デジタル一眼レフカメラでライブビューを行うためには、通常、以下の制御を行う。先
ず、被写体像を光学ファインダで観察するために撮影光束を光学ファインダ側に折り曲げ
るクイックリターンミラー（以下、「ミラー」と称す。）をアップする。そして、先幕及
び後幕で構成されるフォーカルプレンシャッター（以下、「メカシャッター」と呼ぶ。）
の先幕を走行し、後幕を走行前の状態に保持した、所謂バルブ状態として、撮影光束を常
に撮像素子に取り込める状態にしておく。つまり、ライブビューの間はずっとバルブ状態
を継続しなければならない。
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【０００５】
　ここで現在主流のシャッターは、先幕（先羽根）と後幕（後羽根）をバネにより走行さ
せるように構成されており、まず、先幕と後幕をチャージ部材により付勢（以下、「チャ
ージ状態」と称す。）されたバネの付勢力に抗して電磁石で吸着保持しておく。そして、
先幕と後幕の走行開始指令が発せられるのに応じて、各電磁石への通電を順次停止して吸
着保持を解除し、先幕と後幕を順次走行させる。即ち、シャッターをバルブ状態に保持す
るためには、先幕を走行させてシャッターを開いた後、シャッターが閉じないように後幕
をチャージ状態のままにする必要があり、後幕を吸着保持する電磁石に通電し続ける必要
がある。このように電磁石に通電し続けると、電磁石の温度は相当な温度まで上昇してし
まう。
【０００６】
　ところで、天体写真を撮影する場合、撮像素子でノイズ（点傷等）が発生すると、その
点傷（スターノイズとも言う。）がまるでそこに星が存在しているかのごとく画面内に写
り込み、天体写真に重大な影響を与える場合がある。そして、前述のようなシャッターの
電磁石の温度上昇は、そのシャッターのすぐ背面にある撮像素子の温度上昇を招き、ノイ
ズ発生の原因となる。
【０００７】
　そこで特許文献１では、バルブ状態を予め決められた時間以上継続しないように制御す
る方法が開示されている。また、シャッターの温度を検出する温度検出手段によりシャッ
ターの温度が所定の基準値を越えたことが検出された場合に、バルブ状態を中止させるよ
うに制御する方法も開示されている。これらの制御により、熱ノイズが画面内に写り込む
ことを防止している。
【０００８】
　一方、上記ライブビュー状態において静止画撮影を行う場合に、撮像素子を順次リセッ
ト走査する所謂電子シャッターの先幕を駆動した後、メカシャッターの後幕を走行するこ
とにより、シャッタースピードを制御する方法が知られている。（例えば、特許文献２参
照）。
【０００９】
【特許文献１】特開平２００６-０３３７０５号公報
【特許文献２】特開平１１－４１５２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したような、ライブビュー中のシャッターの電磁石の温度上昇は、電磁石の通電が
切られてから、吸着保持状態が解除されて実際に後幕が走行するまでにかかる時間等の特
性である、所謂切れ特性の変化をもたらす。従って、特許文献２に記載されたような方法
で静止画撮影を行った場合、シャッター精度が悪化してしまい、露光量のムラ（以下、露
出ムラと称す。）が生じてしまうという問題がある。この問題はシャッタースピードが高
速になるほど影響が大きく、逆にシャッタースピードが低速であればその影響は少なくな
る。
【００１１】
　上記問題に対し、特許文献１では天体写真の撮影に主眼が置かれており、撮影時のシャ
ッタースピードはバルブ撮影等の長秒時であるため、電磁石の温度上昇による精度ムラや
露出ムラ等の弊害は考慮されていなかった。
【００１２】
　更に、特許文献１における静止画撮影時の露出制御は、メカシャッターのみによるもの
で、電子シャッターについては一切触れられていない。つまり特許文献１におけるライブ
ビューとは所謂バルブ撮影であって、ライブビュー状態から電子シャッターを利用して静
止画撮影することについては触れられていない。
【００１３】
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　また特許文献２においては、ライブビュー状態からの静止画撮影において、メカシャッ
ターの幕速変化に対する露出ムラの補正に関して記述されている。更に、静止画撮影が指
示されてから実際に後幕が走行開始するまでの時間である所謂レリーズタイムラグのバラ
ツキに起因する露出ムラの補正に関しても記載されている。しかしながら、切れ特性につ
いての記述は、一切されていない。
【００１４】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、メカシャッターと電子シャッターを
併用し、ライブビュー可能なデジタル一眼レフカメラにおいて、ライブビューの連続使用
時間に関わらず、静止画撮影における露出むらを軽減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、被写体を撮影するための撮像素子と
、前記撮像素子への入射光を遮る方向へ走行する走行幕と、当該走行幕を電磁力により走
行前の初期位置に保持する幕保持機構とを含むメカニカルシャッタと、前記幕保持機構へ
の通電時間を計測する時間計測手段と、静止画撮影が指示されたときに前記時間計測手段
により計測された前記通電時間が所定時間以上の場合、静止画撮影の露光を開始させる前
に前記走行幕を走行させ、走行後に前記走行幕を前記幕保持機構により前記初期位置に保
持させてから前記露光を開始させる制御手段と、を有することを特徴とする。
【００１６】
　また、上記目的を達成するために、本発明の撮像装置の制御方法は、被写体を撮影する
ための撮像素子と、前記撮像素子への入射光を遮る方向へ走行する走行幕と、当該走行幕
を電磁力により走行前の初期位置に保持する幕保持機構とを含むメカニカルシャッタと、
を有する撮像装置の制御方法であって、時間計測手段が、前記幕保持機構への通電時間を
計測する時間計測ステップと、静止画撮影が指示されたときに前記時間計測ステップで計
測された前記通電時間が所定時間以上の場合、制御手段が、静止画撮影の露光を開始させ
る前に前記走行幕を走行させ、走行後に前記走行幕を前記幕保持機構により前記初期位置
に保持させてから前記露光を開始させる制御ステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、メカシャッターと電子シャッターを併用し、ライブビュー表示可能な
デジタル一眼レフカメラにおいて、ライブビュー表示の継続時間に関わらず、静止画撮影
における露出むらを軽減することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。ただ
し、本形態において例示される構成部品の寸法、形状、それらの相対配置などは、本発明
が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、本発明がそれ
らの例示に限定されるものではない。
【００１９】
＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について説明する。図１は第１の実施形態に係るデジタル一眼
レフカメラの概略断面図である。
【００２０】
　１はカメラ本体、２は後述の撮影レンズ３をカメラ本体１に着脱可能とするためのマウ
ントであり、各種信号を通信したり、駆動電源を供給するためのインターフェイス部を有
する。３は交換可能な撮影レンズであり、内部にフォーカスレンズ群やズームレンズ群、
不図示の絞り装置を有している。図１では各レンズ群を便宜上２枚のレンズで図示したが
、実際には多数のレンズにより複雑なレンズ群の組み合わせで構成されている。
【００２１】
　４はハーフミラーで構成された主ミラーであり、カメラの動作状態に応じて回動可能と
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なっている。被写体をファインダで観察する時は撮影光路へ斜設され、撮影レンズ３から
の光束を折り曲げて後述のファインダ光学系へ導き、撮影する時は撮影光路から退避して
、撮影レンズ３を介して入射する被写体像の光束を後述の撮像素子６へ導いている。
【００２２】
　５は撮影レンズ３からの光束を後述の撮像素子６に入射制御する、即ち、撮像素子６へ
の露光開口を制御するためのシャッターであり、撮像素子６を露光するための先幕と、遮
光するための後幕とを有する。なお、シャッターの機構の詳細は後述する。６はＣＣＤセ
ンサやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子である。
【００２３】
　７は主ミラー４とともに回動するサブミラーであり、ハーフミラーで構成されている。
サブミラー７は、主ミラー４が撮影光路へ斜設されている時に主ミラー４を透過した光束
を折り曲げて、後述のＡＦセンサ８へ導く光束と、透過して後述の撮像素子６へ導く光束
に分割している。
【００２４】
　８はＡＦセンサであり、２次結像レンズや複数のＣＣＤからなるエリアセンサ等から構
成されており、周知の位相差方式で焦点検出可能となっている。
【００２５】
　９は撮影レンズ３の一次結像面に配置されたピント板であり、入射面にはフレネルレン
ズ（集光レンズ）が設けられ、射出面には被写体像（ファインダ像）が結像する。１０は
ファインダ光路変更用のペンタプリズムであり、ピント板９の射出面に結像した被写体像
を正立正像に補正する。１１、１２は接眼レンズである。ここで、ピント板９、ペンタプ
リズム１０、接眼レンズ１１、１２により構成されている光学系をファインダ光学系と称
する。
【００２６】
　１３はＡＥセンサであり、多分割された撮影画面内の各領域に対応したフォトダイオー
ドから構成されており、ピント板９の射出面に結像した被写体像の輝度を測定する。
【００２７】
　１４は撮影した画像や各種の撮影情報を表示する液晶モニタである。
【００２８】
　次に、シャッター５の構成について説明する。図２はシャッター５の概略正面図である
。
【００２９】
　図２において、５１は撮影光束を通過させるアパーチャー５１ａを有するシャッター地
板、５２はシャッター５を駆動するための駆動バネをチャージするためのチャージレバー
である。
【００３０】
　５３はシャッター５の先幕を駆動する先幕駆動レバーで、同一回転軸上に不図示の先幕
駆動バネが設けられている。５４は先幕駆動レバー５３に固定された先幕アマチャー、５
５は先幕アマチャー５４を先幕駆動レバー５３に固定する先幕アマチャー軸、５６は先幕
アマチャー軸５５と先幕駆動レバー５３の間に存在し衝撃を吸収する先幕吸収ゴムである
。５７は先幕アマチャー５４を電磁的に保持する先幕ヨーク、５８は先幕ヨーク５７に電
磁力を発生させる先幕コイル、５９は先幕コイル５８を保持する先幕ボビンである。
【００３１】
　６１はシャッター５の後幕を駆動する後幕駆動レバーで、同一回転軸上に不図示の後幕
駆動バネが設けられている。６２は後幕駆動レバー６１に固定される後幕アマチャー、６
３は後幕アマチャー６２を後幕駆動レバー６１に固定する後幕アマチャー軸、６４は後幕
アマチャー軸６３と後幕駆動レバー６１の間に存在し衝撃を吸収する後幕吸収ゴムである
。６５は後幕アマチャー６２を電磁的に保持する後幕ヨーク、６６は後幕ヨーク６５に電
磁力を発生させる後幕コイル、６７は後幕コイル６６を保持する後幕ボビンである。
【００３２】
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　図３はシャッター５の羽根を示す背面図である。
【００３３】
　図３において、１０１はシャッター５の先幕を構成する先羽根群を保持する先幕アーム
で、先幕駆動レバー５３の足部５３ａと係合し、先幕駆動レバー５３と連動して回転中心
１０１ａを中心に回動する。１０２は先羽根群を保持するとともに、先幕アーム１０１と
連動し、回転中心１０２ａを中心に回動する先幕従動アームである。１０３、１０４、１
０５、１０６は先幕アーム１０１と先幕従動アーム１０２に保持され連動して動作する先
羽根で、先幕（先羽根群）１５０を構成している。
【００３４】
　１１１はシャッター５の後幕を構成する後羽根群を保持する後幕アームで、後幕駆動レ
バー６１の足部６１ａと係合し、後幕駆動レバー６１と連動して回転中心１１１ａを中心
に回動する。１１２は後羽根群を保持するとともに、後幕アーム１１１と連動し、回転中
心１１２ａを中心に回動する後幕従動アームである。１１３、１１４、１１５、１１６は
後幕アーム１１１と後幕従動アーム１１２に保持され連動して動作する後羽根で、後幕（
後羽群）１６０を構成している。
【００３５】
　図４は、図１の構成を有するデジタル一眼レフカメラに内蔵された電気的構成を示すブ
ロック図である。
【００３６】
　２０はカメラ部の制御とカメラ全体の制御を行うマイクロコンピュータ（中央処理装置
、以下、「ＭＰＵ」と記す。）である。また、２１は画像データの各種制御を行うメモリ
コントローラ、２２は各種制御を行うための設定、調整データ等を格納しているＥＥＰＲ
ＯＭである。
【００３７】
　２３は撮影レンズ３内にあるレンズ制御回路であり、マウント２を介してＭＰＵ２０と
接続されており、後述の各情報に基づいてフォーカスレンズの焦点調節（合焦駆動）や絞
り駆動を行う。
【００３８】
　２４は焦点検出回路であり、ＡＦセンサ８のエリアセンサの蓄積制御と読み出し制御と
を行って、各測距点の画素情報をＭＰＵ２０に出力する。ＭＰＵ２０は各測距点の画素情
報を周知の位相差検出法による焦点検出を行い、検出した焦点検出情報を前述のレンズ制
御回路２３へ送出してフォーカスレンズの焦点調節を行わせる。この焦点検出から焦点調
節までの一連の動作をオートフォーカス（ＡＦ）動作と称する。
【００３９】
　２５は測光回路であり、ＡＥセンサ１３の各領域からの輝度信号をＭＰＵ２０に出力す
る。ＭＰＵ２０は、輝度信号をＡ／Ｄ変換して被写体の測光情報とし、この測光情報を用
いて当該被写体の撮影に適した露出を演算し、設定する。この測光情報を得てから撮影露
出の設定までの一連の動作をＡＥ動作と称する。
【００４０】
　２６はモータ駆動回路であり、主ミラー４を駆動する不図示のモータやシャッター５の
チャージを行う不図示のモータを制御する。
【００４１】
　２７はシャッター駆動回路であり、シャッター５の先幕１５０をチャージ状態で保持す
る先幕コイル５８と後幕１６０をチャージ状態で保持する後幕コイル６６への電力供給制
御を行っている。
【００４２】
　２８は電源２９の電圧を各回路に必要な電圧に変換するＤＣ／ＤＣコンバータである。
【００４３】
　３０はＭＯＤＥボタンであり、操作したまま後述の電子ダイヤル３２を操作すると、そ
のカウントに応じて撮影モードが変更され、電子ダイヤル３２の操作を止めると止めた時
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ときの撮影モードが決定される。３１はレリーズボタンであり、第１ストローク（半押し
）操作でＯＮし、測光（ＡＥ）、ＡＦ動作を開始させるスイッチＳＷ１と、第２ストロー
ク（全押し）操作でＯＮし、記録する静止画の撮影を開始させるスイッチＳＷ２の信号を
ＭＰＵ２０へ出力する。３２は電子ダイヤルであり、ダイヤルの回転クリックに応じたＯ
Ｎ信号がＭＰＵ２０内の不図示のアップダウンカウンタに出力され、その数がカウントさ
れる。このカウントに応じて各種の数値やデータ等の選択が行われる。３３は電源ボタン
であり、操作するとカメラの電源がＯＮ／ＯＦＦされる。
【００４４】
　４０は撮像素子６から出力される画像信号をサンプルホールド及び自動ゲイン調整する
ＣＤＳ（相関２重サンプリング）／ＡＧＣ（自動ゲイン調整）回路、４１はＣＤＳ／ＡＧ
Ｃ回路４０のアナログ出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。４２はＴＧ（
タイミング発生）回路であり、撮像素子６に駆動信号を、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０にサン
プルホールド信号を、Ａ／Ｄ変換器４１にサンプルクロック信号を供給する。即ち、ＴＧ
回路４２は走査制御手段を構成する。なお、メモリコントローラ２１が、コントラスト検
出方式により被写体像の焦点検出を行うことが可能である。その場合、ＣＤＳ／ＡＧＣ回
路４０、Ａ／Ｄ変換器４１を経て受けた撮像素子６から出力される画像信号に基づいて焦
点検出を行うことができる。
【００４５】
　４３はＡ／Ｄ変換器４１でデジタル変換された画像等を一時的に記録するためのＳＤＲ
ＡＭ、４４は画像信号に対して、Ｙ／Ｃ（輝度信号／色差信号）分離、ホワイトバランス
補正、γ補正等を行う画像処理回路である。また、４５は画像信号に対してＪＰＥＧ等の
形式に従って圧縮したり、圧縮された画像データの伸張を行う画像圧縮／伸張回路である
。なお、メモリコントローラ２１が、撮像素子６から出力される画像信号を画像処理回路
４４で画像処理することにより、被写体の測光情報を得ることが可能である。その場合、
ＭＰＵ２０がこの測光情報を用いて当該被写体の撮影に適した露出、即ち、予め設定され
た輝度範囲内となるような露出値を演算し、設定する。
【００４６】
　４６はＳＤＲＡＭ４３や後述するメディア４８に記録された画像を液晶モニタ１４に表
示するために、画像信号をアナログ信号に変換するＤ／Ａ変換器である。
【００４７】
　４７は画像信号を記録保存するためのメディア４８とのＩ／Ｆ（インターフェイス）で
ある。
【００４８】
　続いて、上述した構成を有するデジタル一眼レフカメラの基本動作について、図５のフ
ローチャートを参照して説明する。
【００４９】
　ステップＳ１０１では、電源ボタン３３を操作して、カメラの電源をＯＮする。なお、
この時点ではチャージレバー５２が不図示の駆動バネをチャージして、シャッター５の先
幕と後幕をチャージ位置へ移動させているものとする。
【００５０】
　ステップＳ１０２では、各種ボタンを操作してカメラの各種設定を行う。ここでは、Ｍ
ＯＤＥボタン３０を操作して撮影モードをシャッタースピード優先ＡＥに設定し、続いて
電子ダイヤル３２を操作してシャッタースピードの設定を行う。
【００５１】
　ステップＳ１０３では、撮影にライブビューを使用するか否かの判定を行い、ライブビ
ュー表示がＯＮされていれば、ライブビュー撮影ルーチン（ステップＳ１００）を行う。
なお、ライブビュー撮影ルーチンの詳細については、図６Ａ及び図６Ｂを参照して後述す
る。このライブビュー撮影のＯＮ／ＯＦＦの切り替えには、例えば、図４に示す構成では
、電子ダイヤル３２を用いることができる。一方、ＯＮされていなければ通常撮影ルーチ
ンのステップＳ１０４へ進む。
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【００５２】
　ステップＳ１０４では、レリーズボタン３１を半押しして、スイッチＳＷ１をＯＮする
。これに伴い、ステップＳ１０５では所定のＡＦ動作を行い、ステップＳ１０６では所定
のＡＥ動作を行う。
【００５３】
　ステップＳ１０７では、レリーズボタン３１が全押しされて、スイッチＳＷ２がＯＮさ
れたか否かの判定を行う。ＯＮされていなければステップＳ１０５へ戻り、ステップＳ１
０５のＡＦ動作とステップＳ１０６のＡＥ動作を繰り返してスイッチＳＷ２がＯＮされる
のを待つ。
【００５４】
　スイッチＳＷ２がＯＮされていればステップＳ１０８に進み、ステップＳ１０６で演算
された絞りに従って、レンズ制御回路２３により撮影レンズ３の絞りを駆動する。
【００５５】
　ステップＳ１０９では、シャッター駆動回路２７により先幕コイル５８、後幕コイル６
６に通電制御を行う。通電されると先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４、後幕ヨーク６
５と後幕アマチャー６２がそれぞれ互いに吸着される。
【００５６】
　ステップＳ１１０では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してシャッター５をチャージ状態から解除する。この時のシャッター５は図
２及び図３に示す状態である。ステップＳ１１１では、モータ駆動回路２６によりモータ
を制御し、主ミラー４とサブミラー７を撮影光路から退避（所謂、ミラーアップ）させる
。
【００５７】
　ステップＳ１１２では、シャッター５の先幕１５０（メカ先幕）を走行させるため、シ
ャッター駆動回路２７により先幕コイル５８の通電をＯＦＦする。その結果、先幕ヨーク
５７で発生していた電磁力が消滅して先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４との電磁的な
吸引がなくなり、先幕駆動レバー５３は不図示の先幕駆動バネの付勢力により右回転をす
る。すると、先幕駆動レバー５３と連動している先幕１５０は、アパーチャー５１ａを覆
っていた位置から、退避した位置へと走行する。この時のカメラは図７に示す状態で、シ
ャッター５は図８及び図９に示す状態である。
【００５８】
　このように先幕１５０が走行されることにより撮像（露光）が開始される（ステップＳ
１１３）。
【００５９】
　ステップＳ１１４では、先幕１５０の走行開始（コイル５８の通電ＯＦＦ）からの時間
経過（撮像素子６の露光時間）を計測し、演算されたシャッタースピードに応じた時間が
経過したか否かの判断を行う。経過していなければ引き続き時間計測を行い、経過したら
ステップＳ１１５へ進む。
【００６０】
　ステップＳ１１５では、シャッター５の後幕１６０（メカ後幕）を走行させるため、シ
ャッター駆動回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後幕ヨーク
６５で発生していた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との電磁的な
吸引がなくなり、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右回転をす
る。すると、後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５１ａから
退避した位置から、覆う位置へと走行する。
【００６１】
　ステップＳ１１６では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光した光学像を
光電変換して得られた電荷（画像信号）をＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０及びＡ／Ｄ変換器４１
を介して読み込んで、ＳＤＲＡＭ４３に一時保存する。そして、画像処理回路４４や画像
圧縮／伸長回路４５により各種画像処理を行った後、処理済みの画像信号をメディア４８
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へ記録する。
【００６２】
　ステップＳ１１７では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７を、撮影光束をファインダへと反射し導く観察位置へ
駆動（所謂、ミラーダウン）する。更に、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し
、チャージレバー５２を駆動してシャッター５をチャージする。
【００６３】
　ステップＳ１１８では、電源ボタン３３を操作してカメラの電源がＯＦＦされたか否か
を判断し、ＯＦＦされていなければステップＳ１０２へ戻って次の撮影に備え、ＯＦＦさ
れていれば一連の撮影動作を終了する。
【００６４】
　次に、ステップＳ１００におけるライブビュー撮影が選択されている場合の動作ルーチ
ンを図６Ａ及び図６Ｂのフローチャートを参照して説明する。
【００６５】
　先ず、ステップＳ１２０において、ライブビュー表示の継続実行時間を計測するための
タイマーのカウントを開始し、次のステップＳ１２１において、シャッター駆動回路２７
により先幕コイル５８、後幕コイル６６への通電制御を行う。先幕コイル５８、後幕コイ
ル６６へ通電されると、先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４、後幕ヨーク６５と後幕ア
マチャー６２がそれぞれ互いに吸着される。
【００６６】
　ステップＳ１２２では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してシャッター５をチャージ状態から解除する。この時のシャッター５は図
２及び図３に示す状態である。ステップＳ１２３では、モータ駆動回路２６によりモータ
を制御し、主ミラー４とサブミラー７をミラーアップする。
【００６７】
　ステップＳ１２４では、シャッター５の先幕１５０（メカ先幕）を走行させるため、シ
ャッター駆動回路２７により先幕コイル５８の通電をＯＦＦする。その結果、先幕ヨーク
５７で発生していた電磁力が消滅して先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４との電磁的な
吸引がなくなり、先幕駆動レバー５３は不図示の先幕駆動バネの付勢力により右回転をす
る。すると、先幕駆動レバー５３と連動している先幕１５０は、アパーチャー５１ａを覆
っていた位置から、退避した位置へと走行する。この時のカメラは図７に示す状態で、シ
ャッター５は図８及び図９に示す状態である。
【００６８】
　ステップＳ１２５では、撮像が開始され、メモリコントローラ２１により撮像素子６で
受光される画像を定期的に読み込んでＳＤＲＡＭ４３に一時記録する。そしてステップＳ
１２７では、メモリコントローラ２１によりＳＤＲＡＭ４３に一時記録されている画像を
液晶モニタ１４に連続的に表示することにより、ライブビューを開始する。
【００６９】
　ライブビューが開始されると、ミラーアップされているためにＡＦセンサ８が使用でき
ないので、撮像素子６を用いたコントラスト検出方式のＡＦ（所謂、ＴＶ－ＡＦ）動作を
行う（ステップＳ１２７）。同様に、ミラーアップによりＡＥセンサ１３が使用できない
ため、撮像素子６を用いたＡＥ（所謂、ＴＶ－ＡＥ）動作を行う（ステップＳ１２８）。
【００７０】
　ステップＳ１２９では、ライブビュー表示がＯＮのままであるか確認し、ＯＮであれば
ステップＳ１３０に進み、ＯＦＦであれば、図５のステップＳ１０４に戻る。
【００７１】
　ステップＳ１３０では、ライブビュータイマーが計測しているカウントが、設定されて
いるライブビュー継続実行時間Ｔ（第１の時間）に達したか否かの判断を行い、達してい
ればステップＳ１３１へ進み、達していなければステップＳ１３２へ進む。
【００７２】
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　ここで後幕コイル６６に通電を開始したステップＳ１２４からステップＳ１３３までの
間、シャッターは所謂バルブ状態となっているため、後幕コイル６６はどんどん発熱して
時間経過とともに温度が上昇している。ライブビュー表示の実行時間が短ければ温度上昇
も少ないが、長ければ温度上昇が大きくなり、後幕アマチャー６２の切れ特性が変化して
しまい、撮影時に使用するシャッタースピードによっては精度ムラや露出ムラ等が発生し
てしまう。そのため、ステップＳ１３０においてライブビュータイマーの判定を行ってい
る。
【００７３】
　ステップＳ１３０においてライブビュー表示の継続実行時間がライブビュー継続実行時
間Ｔを超えたと判断されると、ステップＳ１３１において、静止画撮影シーケンスが後述
するように変更される旨の表示を液晶モニタ１４に表示する。これは静止画撮影時にいき
なり異なるシーケンスで動作すると撮影者が驚くため、事前に警告しておくためものであ
る。ライブビュー継続実行時間Ｔを超えていなければ、ステップＳ１３１の表示を行わず
にステップＳ１３２に進む。
【００７４】
　ステップＳ１３２では、ライブビュー表示の実行中にレリーズボタン３１が半押しされ
たかどうか（スイッチＳＷ１がＯＮかどうか）を判断し、ＯＦＦであればステップＳ１２
７に戻ってライブビュー表示を継続し、ＯＮであれば、ステップＳ１３３に進む。
【００７５】
　ステップＳ１３３では、レリーズボタン３１が全押しされて、スイッチＳＷ２がＯＮと
なったか否かの判定を行い、ＯＮされていれば図６ＢのステップＳ１３４へ進み、ＯＮさ
れていなければステップＳ１３２へ戻って、上記判定を繰り返す。
【００７６】
　ステップＳ１３４では、ライブビュータイマーが計測しているカウントが、ライブビュ
ー継続実行時間Ｔ（第１の時間）に達したか否かの判断を再び行い、達していればステッ
プＳ１３５へ進み、達していなければステップＳ１３６へ進む。ステップＳ１３０におい
てライブビュー継続実行時間Ｔに達していないと判断されていても、ステップＳ１３３に
おいてスイッチＳＷ２がＯＮされるまでのタイムラグによっては、ライブビュー継続実行
時間Ｔを超えてしまう時があるため、再び判定している。
【００７７】
　ステップＳ１３５では、撮影者により設定されたシャッタースピードが所定値以上（予
め設定された時間よりも長い、即ち、シャッタースピードが遅い）か否か（予め設定され
た時間よりも短い、即ち、シャッタースピードが速い）の判断を行う。なお、ステップＳ
１３５で用いられる所定値は、第２の時間に相当する。所定値以上でなければ、即ち、シ
ャッタースピードが速ければステップＳ１４０に進み、所定値以上であれば、即ち、シャ
ッタースピードが遅ければステップＳ１３６へ進む。
【００７８】
　次に、ライブビュー開始からの経過時間と温度変化の様子を図１０を用いて説明する。
【００７９】
　図１０はライブビュー実行中及びライブビューを解除した時の温度変化の様子を示す。
ライブビュー実行中はライブビュー継続時間（後幕通電時間）の増加に伴い、後幕コイル
６６の温度Ｔａは大きく上昇している。
【００８０】
　ライブビュー実行中は、先幕コイル５８の通電はオフされているため、先幕コイル５８
の温度Ｔｓは後幕コイル６６の温度Ｔａと比較して温度上昇の割合が小さく、あまり変化
していない。したがって、後幕コイル６６と先幕コイル５８温度差ΔＴ（＝Ｔａ－Ｔｓ）
は、ライブビュー継続時間（後幕通電時間）の増加に伴い、大きく上昇している。
【００８１】
　一方、ライブビュー解除後に関しては、ライブビュー解除（後幕通電オフからの経過時
間）から時間が経過していくにつれて、先幕コイル５８の温度Ｔｓの温度Ｔａが急激に下
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がり始めるため、後幕コイル６６と先幕コイル５８の温度差ΔＴも下降している。
【００８２】
　つまり、ライブビュー撮影から後幕の保持を解除して再び後幕をチャージする（後幕保
持を解除してから再チャージするまでの、僅かな時間でも通電を断つ）ことで、ΔＴを下
降させることできる。
【００８３】
　前述したように、後幕コイル６６の発熱はライブビュー表示の継続時間が短ければ温度
上昇も少ないが、長ければ温度上昇が大きくなり後幕アマチャー６２の切れ特性が変化し
てしまう。撮影時に使用するシャッタースピードによっては精度ムラや露出ムラ等が発生
してしまうが、シャッタースピードが遅くなるほど精度ムラや露出ムラへの影響は少なく
なるため、この判定を行っている。なお、上記判定に使用する基準値は使用するシャッタ
ー及び製品グレード等によって一律に決められないものであるため、製品毎に実測値に基
づいて設定するのが望ましい。
【００８４】
　上述したように、ライブビューの継続時間が短い場合、及び、継続時間が長くてもシャ
ッタースピードが遅い場合には、ステップＳ１３６において、撮像素子６のリセット走査
を行う。ここでは、撮像素子６を画素毎或いはライン毎に画素を順次リセット（画素の蓄
積電荷量をゼロにする）していくが、このリセット走査された直後から撮像素子６での電
荷蓄積が開始されるため、このリセット走査を「電子先幕」と呼ぶ。ステップＳ１３６で
は、電子先幕開始からの時間経過を計測し、設定されているシャッタースピードに応じた
時間（露光時間）が経過したか否かの判断を行い（ステップＳ１３７）う。経過していな
ければ引き続き時間計測を行い、経過したらステップＳ１３８へ進む。
【００８５】
　ステップＳ１３８では、シャッター５の後幕１６０（メカ後幕）を走行させるため、シ
ャッター駆動回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後幕ヨーク
６５で発生していた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との電磁的な
吸引がなくなり、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右回転をす
る。すると、後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５１ａから
退避した位置から、覆う位置へと走行する。
【００８６】
　ステップＳ１３９では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光した光学像を
光電変換して得られた電荷（画像信号）をＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０及びＡ／Ｄ変換器４１
を介して読み込んで、ＳＤＲＡＭ４３に一時保存する。そして、画像処理回路４４や画像
圧縮／伸長回路４５により各種画像処理を行った後、処理済みの画像信号をメディア４８
へ記録する。
【００８７】
　以上のステップＳ１３７からステップＳ１３９の動作により、電子先幕とメカ後幕を併
用した静止画撮影シーケンス（第２の撮影工程）は終了する。
【００８８】
　一方、ステップＳ１３５において撮影者により設定されたシャッタースピードが所定値
（第２の時間）以上ではないと判断されると、ステップＳ１４０において、警告表示を行
う。ここでは、ライブビュー表示の継続時間が、ライブビュー継続実行時間Ｔを超えたた
めに、設定されたシャッタースピードで静止画撮影を行うと、電子先幕とメカ後幕を併用
した上記の静止画撮影シーケンスと異なる静止画撮影シーケンスとなることを警告する。
【００８９】
　そして、ステップＳ１４１では、シャッター５の後幕１６０（メカ後幕）を走行させる
ため、シャッター駆動回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後
幕ヨーク６５で発生していた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との
電磁的な吸引がなくなり、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右
回転をする。すると、後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５
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１ａから退避した位置から、覆う位置へと走行する。
【００９０】
　ステップＳ１４２では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７を、撮影光束をファインダへと反射し導く観察位置へ
駆動（所謂、ミラーダウン）する。更に、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し
、チャージレバー５２を駆動してシャッター５をチャージし、ステップＳ１４３に移行す
る。
【００９１】
　ステップＳ１４３～ステップＳ１５１の処理は、図５のステップＳ１０８～Ｓ１１７で
説明した処理と同じため、説明は省略する。
【００９２】
　以上のステップＳ１４１からステップＳ１５１の動作により、メカ先幕とメカ後幕を併
用した静止画撮影シーケンス（第１の撮影工程）は終了する。
【００９３】
　ステップＳ１５２では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７を、撮影光束をファインダへと反射し導く観察位置へ
駆動（所謂、ミラーダウン）する。更に、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し
、チャージレバー５２を駆動してシャッター５をチャージする。その後、図６Ａのステッ
プＳ１２１に戻って、ライブビュー表示を継続する。
【００９４】
　以上のように、本実施の形態によれば、ライブビュー表示の継続時間が長く、シャッタ
ースピードが速い場合には、メカ先幕及びメカ後幕を用いて静止画撮影を行い、それ以外
の場合に、電子先幕及びメカ後幕を用いて静止画撮影を行う。ライブビュー表示が長く続
いた場合には切れ特性の変化によるシャッター精度が保証できないため、後幕の吸着保持
状態を一旦解除することにより、切れ特性の変化を抑える。これにより、シャッター精度
の悪化を防ぎ、露出ムラを防止することが可能となる。
【００９５】
　なお、上記説明においては、ステップＳ１０２で撮影モードをシャッタースピード優先
ＡＥに設定したとして説明しているが、絞り優先ＡＥでも構わない。その際は、設定され
た絞りと測光情報から求められたシャッタースピードで判定する。その他の撮影モードで
も同様である。
【００９６】
　また、上記実施の形態では、ステップＳ１４０において電子先幕とメカ後幕を併用した
静止画撮影シーケンスと異なる静止画撮影シーケンスとなる、即ち、メカ先幕及びメカ後
幕を利用することを警告する場合について説明した。しかしながら、本発明はこれに限る
ものではなく、ステップＳ１３６の前に、ライブビュー表示を行っていない場合の静止画
撮影シーケンスとなる、即ち、電子先幕及びメカ後幕を利用することを警告するようにし
ても構わない。また、それぞれの場合に、それぞれの静止画撮影シーケンスをユーザに通
知するようにしてもよい。また、警告表示を行わない仕様としてもよい。
【００９７】
　なお、上述した実施の形態の構成が持つ機能を達成できる構成であれば、発明の主旨を
逸脱しない範囲において種々の変形や応用が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明の実施の形態にかかるデジタル一眼レフカメラの断面を示す概略図である
。
【図２】本発明の実施の形態にかかるシャッターの概略正面図である。
【図３】本発明の実施の形態にかかるシャッターの概略背面図である。
【図４】本発明の実施の形態にかかるデジタル一眼レフカメラの電気的構成を示すブロッ
ク図である。
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【図５】本発明の実施の形態にかかるデジタル一眼レフカメラの基本動作を示すフローチ
ャートである。
【図６Ａ】本発明の実施の形態にかかるデジタル一眼レフカメラのライブビュー表示中の
動作を示すフローチャートである。
【図６Ｂ】本発明の実施の形態にかかるデジタル一眼レフカメラのライブビュー表示中の
動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態にかかるライブビュー表示中のデジタル一眼レフカメラの断
面を示す概略図である。
【図８】本発明の実施の形態にかかるライブビュー表示中のシャッターの概略正面図であ
る。
【図９】本発明の実施の形態にかかるライブビュー表示中のシャッターの概略背面図であ
る。
【図１０】本発明の実施の形態におけるフォーカルプレーンシャッタのライブビュー開始
からの経過時間に伴う先幕温度Ｔｓ、後幕温度Ｔａ、温度差ΔＴの変化を示すグラフであ
る。
【符号の説明】
【００９９】
　１　カメラ本体
　２　マウント
　３　撮影レンズ
　４　主ミラー
　５　シャッター
　６　撮像素子
　７　サブミラー
　８　ＡＦセンサ
　９　ピント板
　１０　ペンタプリズム
　１１、１２　接眼レンズ
　１３　ＡＥセンサ
　１４　液晶モニタ
　５３　先幕駆動レバー
　５４　先幕アマチャー
　５７　先幕ヨーク
　５８　先幕コイル
　６１　後幕駆動レバー
　６２　後幕アマチャー
　６５　後幕ヨーク
　６６　後幕コイル
　６７　後幕ボビン
　１５０　先幕
　１６０　後幕
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